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〔書評〕

ＯｚＳｈｙ，TheEconomicsofNetworklndustrieｓ 

ＣａｍｂｒｉｄｇｅＵＰ２００１ 

柳沼 寿

(SwiLchingCosD，凍結（Lo〔Ik-in)，生産にお

ける規棋の経済性（Economiesofscalo）である。

これらは。いわゆるＩＴ産業や|辮|確業の分析に

登場する共通概念である(注１１．蒋者の独自性は，

これらのIMi念を用い，かつ個別の産業や活動に関

する多くの文献を整理しつつ，社会的厚生に及ぼ

す影劉』がどうなるか，を自ら結論づけようとして

いる点であろう。

第２T１Ｍ､らが具体的な産業やillnliUの分析である。

まずハードウェア産業がJIY1)上げられ，ネットワー

クアプローチとコンポーネントアプローチによる

議論が展開される。両モデルの結論は類似してい

るが前者のモデルからは次のようなことが導か

れる。接続可能性を付与するコストが高くなけれ

ば，企業はコンパチブルな機械を生産する｡しか

し，企業は洲!｛者の余剰を吸llxし，滴識者の余剰

は接続11.能性がある場合には低1処てしまう。Ｔｌｊ

場の失敗は，企業が接続可能性を評価する消費者

に高I11i格を設定できない時に#|ｪじる。

ソフトウェア産業については，多様性の確保、

海!!}|t版，１１丁場分割，が論じられる。多様性に関し

ては，ハードウェア企業がli1業ライバル向けソフ

トウェアとの接続~IiJ能性をilO5めると．ライバル企

業専１１１ソフトウェアを書く力がネットワーク効采

によ{)イ｢利になる。これは，現実にハードウェ

ア企業がライバル企業のソフトウェアとの接続可

能性をil)jめようとしない動機をWj確にしている。

海賊版問題でも，消費者がソフトウェアのサポー

トを,ｌ１ｌｊ〈評価するなら海!戒1版を認め，逆の場合に

は防ll2iW1iIltをJIXろ。いずれもiiIiilY群またはユーザー

の態皮に対する合理的反応のﾙiIi采であるというの

も耐｢|い゜ソフトウェア企業が充全版を作った後

普及版を安く売るのも経済的合理性に基づく行為

である;'２１。

第４章では．技術と標準の問題が通常の静学的

１．本書の対象

本諜はH謄業ﾙ11織論の気鋭，ＯｚＳｈｙが「ネット

ワーク｜をキーワードに広範囲な産業と社会活動

を経済学的手法によって分析した例を統一的な枠

組みに収めて整理し，テキストとしても利11]可能

としたものである。

本許に含まれている分野がいかに広範|)１１かは，

目次を),LればiI1〔ちに理解できる。鋪IiWfの分析概

念を除けば，第２章以下，ハードウェア瀧業，ソ

フトウェア産業，技術標準，通信産業，放送業，

情報市場，銀行と通貨，航空産業．となっている。

それに加えて，ステータス追求型個人と他人に合

わせる個人の行動．レストラン業，Ｉ１ｉｌＩ〕物行動，

言語，宗教活動，弁護士業，などについての分析

例も含んでいる。特に，個人のどちらかというと

社会的行動や，言語・宗教・蝋り物など，従来経

済学的視点からは取り上げられていないiiili動分野

に対して，ネットワークという分析机((の週１１１可

能性を示そうとする意欲が伺われる。

重要なことは，これらの活動例が本諜の対象と

して適切であるか否かではなく，ネットワークと

いう概念がいかに多分野にわたってMU連を持って

いるかであり，戎々がこれまでも充分にネットワー

ク型社会に浸ってきていたという鞭爽であろう。

2．本書の概要

第１素は，本群における基本的な分析拠点であ

る。先にあげた産業や個人の活動に共通する特

徴として本,'ﾄﾞで随所に登場するのが，補完性

(Complem(}l1lja1･ity)，接続Ⅵ]能性（Compatibili‐

by)，標準（Standards)，消斐の外部性（Con-

sumptionExLernality）またはネットワーク外

部性（NetworkExternality)．切|)粋え識用
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第10章および11章は，通常社会的問題として取

り上げられる諸活動がネットワーク概念によって

経済的な説明を与えうることを示している。言語

や宗教が世界に多様に存在する世界において，切

り替え費用の概念を使いながら，人々がどの言語

や宗教にコミットしようとするのかが分析される。

ここで取り上げられている個別の活動に付いては，

1で既に述べたように多岐にわたり，これほど多

様な活動をネットワークという視点から取り上げ

うる，ということは興味深い。

なゲーム理論によって論じられる。また，国際的

なネットワーク効果がある技術では，各国が相互

に他国の標準を認定した方が社会的厚生を高めら

れるとの結論を得ている。

通信業に関しては，全ての顧客が接続できる状

態が最適であるが，独占的企業の高価格はそれを

阻害する傾向があること，２地域間を長距離と市

内通信で結んでいる場合，顧客の満足度が非常に

高い時にはアクセスチャージが高くなって市場の

失敗が生じること,．などが指摘されている。

第６章は放送業である。ここではゲームの理論

を用いて，複数の放送局がゴールデンアワーで隣

り合わせに放送するのが最適にもかかわらず，実

際に何故同じ時間帯に集中するか，複数のプログ

ラムがどう供給されるか，をナッシュ均衡の概念

によって整理している。周波数帯の割り当てと入

札の比較，通話とインターネットサービスが規制

緩和下で併給できるとどうなるか，など興味深い

話題が提供される。

第７章では，ディジタル情報はコピーによる劣

化が少なく，企業が消費者余剰を吸収できない可

能性が高いことが述べられ，出版社が直接消費者

に販売するのと図書館に販売する場合の比較，が

されている。加えて，,情報財の価格付けが取り上

げられ，市場分割の手法として，情報伝達遅延，

質的差別化グレードアップと改訂版，レンタル

と売り切り，バンドリング，の説明があるが，詳

細な展開はない。これに関しては，OShapiro，

Ｈ､HVarian（1999）の方がはるかに具体的で豊

富な例を提供してくれる。

第８章は銀行業の分析である。まず，顧客が取

引銀行を変更する場合の切り替え費用の推計例が

示されるが，これはなかなか面白い。ＡＴＭに付

いて銀行が相互に接続可能な方針を採るかどうか，

現金・Ｅ－キャッシュ・チャージカードという複

数の支払手段がある場合社会全体としてそれぞれ

が共存して利用される条件は何か，が論じられて

いる。

航空産業に関しては，規制緩和後知られるよう

になったハブ＆スポークシステムが合理性をもっ

て説明できること，コードシェアリングが非効率

的な便数競争を回避できる手段でありうること，

を紹介している。

３．本書の評価

最初にも指摘した通り，本書は，ネットワーク

の概念によっていかに広範な産業活動や人々の活

動を把握できるか，を様々な文献にあたりながら

示した所に第一の貢献があろう。ネットワークの

概念，あるいはネットワークの外部性とは，他人

の利用状況が自分の効用に影響する，ということ

に尽きる。従来の新古典派の世界では，人々が自

分を取り巻く世界に関する情報を事前に入手して，

みずから独立の意思決定をする。しかし，現実の

世界に住む人々は，他人の行動や判断を意識し，

他人に合わせる方がいいか別判断を下す方がいい

か，常に意識している。こうした行動様式は，ネッ

トワークの外部性と切り替え費用などそれに関連

する多くの概念を導入することによって大変明確

に説明が可能になる。これまで，個別産業界内部

あるいは社会学などの世界の議論に留まっていた

ものを，横断的に整理してその共通部分を取り出

してみせる，という本書の狙いは充分達成されて

いる。

次に，本書は，多くの文献をサーベイして，テ

キストの形に要約するというレベルに留まらない

オリジナルな貢献もしている。それは，著者自身

が，ブランド・ソフトウェア・標準化・技術進歩・

電子マネー・航空産業，などに関する研究成果を

発表してきていることから生まれたものである。

第一に，本書の多くの分析が，通常なされてい

るような連続変数を用いたモデルではなく，ディ

スクリートなモデルによっていること，を指摘で

きよう。連続変数モデルにおいては，しばしば微

分や積分が含まれモデル自体の複雑性が高い。し
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かし，複雑性が高い反面，本書が主として用いて

いるゲームの理論の場合にはナッシューベルトラ

ン均衡の存在が保証される場合が殆どである。ディ

スクリートモデルは，著者も述べているように，

モデルの操作性が簡単な割には均衡解の存在が一

般に保証されず，結果の整理はむしろ難しくなる。

むしろ著者は，解析に依存するモデルではなく，

論理に依存するモデルの方が，結論は頑健である

(ロバスト）との信念に基づいて，積極的あるい

は意図的にこうしたモデルビルディングを採用し

ている。

ついで，ナッシューベルトラン均衡が一般的に

保証されにくいモデルであることを踏まえて，新

たな均衡概念を提唱している事にも触れておくべ

きであろう。本書を通じて用いられる均衡概念は，

Undercut-proofEquilibrium（価格切り崩し抵

抗均衡）である。この概念に付いては，一般的な

ゲームの理論と共に補論として納められているが，

ライバル企業は，当該企業の顧客を全て奪うほど

の低価格を設定することが有利にならない（利益

が得られない）条件の下で利潤最大をもたらす価

格設定をする，と説明されている。この概念がこ

れまで使われてきたナッシューベルトラン均衡概

念と，どう関連付けられるか，今後更に検討を加

えていく必要があるか，いずれにしても新しいモ

デルのために工夫された新しい均衡概念であるこ

とは確かなようである。

以上のように，本書は単なるサーベイを超えて，

ネットワーク概念がいかに広範に適用可能性を有

するかを著者自らが統一的なモデリングを展開し

て，見せてくれている。本書のこうした目的と関

連するが，各章毎の現状説明がやや物足りない印

象は否めない。しかし，本書の目的を考えれば，

それは他の文献を参照することで充分捕捉できる

といえる。

例えば，林直嗣（2001a，ｂ）は，ＩＴ革命を支

える技術動向に付いてコンパクトな展望を与えて

いる。OShapiro，Ｈ､Ｒ・Varian（1999）は実際

のネットワークビジネスあるいはＩＴビジネスの

世界における企業間の競争や協調について実に豊

富な具体例を取り上げている。その他にも，依田

高典（2001)，秋山哲（2001)，ＯＬ・Man、（2000）

等に，実際の企業間競争や協調の例と理論的説明

あるいは政策提言が納められている。現実的には，

これらの文献等と組合せながら，本書を読み進め

ていくことが望ましい。

ＩＴ産業に対するイメージがアメリカの景気後

退を機に相当下がっていることは事実であるが，

短期的視野からではなく，このような産業をどの

ように分析できるのかを知る上で，本書の有効性

は非常に高い。

(注１）例えば，CShapiro，Ｈ､Ｒ・Varian（1999）

を参照のこと。

(注２）Ｃ・Shapiro，Ｈ・RVarian（1999）では，

Versioningとして大変興味深い議論が第３章に述

べられている。
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